
26年度 'ニッセイ財団

バ

助成対象

助成内容

助成期間

助成金額

お問合せ先

実践的課題研究助成 着手実践的課題研究助成

研究者 または 実践家次の3つの要件を満たしている団体
(法人格の有無は問いません)

1.助成テ…マにチャレンジする意欲がある団体
2.他団体・機関・住民組織、研究者等と協働してチヤレンジする団体
3.1年以上の活動実績がある団体

●福替i聖晟ま写ラ裂 燃 三ご実B蘊零篭羞名胃融」習岳え
民の

チャレンジ活動

⑬ (若年)認知症
の人や家族と地域住民がともに関わり合い、安心、安全に

暮らせる地域づくりに向けたチヤレンジ活動

◇ 人生の看取りまでを含む生活支援
につながる実践を通じての地域づくり

に向けたチャレンジ活動

◇ 独居高齢者、閉じ
こもり高齢者を含めた複合的な生活課題を有する高齢

者に対する実践を通じての地域づくりに向けたチヤレンジ活動

建 高齢者を中心に、障が
い者、子ども等の多世代交流型の活動・就労支援や

社会参加づくりに向けたチヤレンジ活動

2026年 10月から2年

1団体最大400万 (1年敵 200万 )

4～5団体程度

触 鞘 馬    玩読轟罫送れる
iCT技術を活用した地域情報共有システムの開拓的な実践等

辟報筋とf】「人生100年時代のF高齢者の生きがい。自己実現・就葉支援』」
高齢者ボランテイアの養成、在職中の人に対する退職前教育の在り方等

辞黎鵬 B「認知症の人が地域で安心して生活ができるまちづくり」
軽度認知障害に対する相談、支援体制、認知症の人を支えるまちづくり等

竜置顧巌″「孤独・孤立の解消に向けて人々 のつながりを深めるまちづくり」

※研究鵜常に複数名の研究者と実題患の双方今回

雄

※研究者かつ真触まも含む

※実囲家とは「社会福障 、介報 、骨霞師、

韓 、保撻師、臨床心理士J翻場の磁R

※4S歳未油の研究雪また:よ実践患
業大学院博士課経在籍書・停了著韓

以下、同左

2026年 10月から1年

1件最大 100万

4～6件程度

閉じこもり高齢者と地域とのつながりづくり、世代間交流、居場所づくり等

動成
予定件数

2026年 10月から2年

1件最大400万 (1年最大200励

2～4件程度

※詳細は本財団HP登載の「募集要項」をご覧下さい※申請方法は2025年度からWeb申請に変更しております

〒541‐0042 大阪市中央区今橋3丁目1番7号 日本生命今橋ビル4階

日本生命財団高齢・地域共生社会助成事務局

TEL 06口 6204日 4013鮮
日 10～ 17日 寺 )

区コkoure卜 fukusi@nihonseime卜 zaidan.or.jp
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実践的研究助成
地域福祉チヤレンジ活動助成

2026年 5月 29日 (金)Web申請 2026年 6月 12日 (金)Web申請

関係

募集要項・

申請手続き
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